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本手法の目的
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森林は､国土の保全、水源の涵養、地球温暖化防止、林産物の供
給など、社会に寄与する多面的な機能を有する。これら機能を安
定的に発揮するためには、継続的な森林の保全管理が不可欠であ
る。森林管理では公的主体に加え、企業等を含む多様な主体によ
る森林づくり活動の推進がいま必要とされている。

近年、SDGsや地球温暖化防止への関心の高まりに加え、企業
に対して自然環境への影響や依存の把握と情報開示を促す国際的
な枠組であるTNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）の
動きを踏まえ、森林づくり活動に参画する企業数が増加してきて
いる。

本手法は､こうした企業等によるウォーターポジティブへの取組
をさらに促進するため､森林づくり活動が実施されている林地にお
ける水資源涵養量を、企業自らが簡易かつ定量的に評価可能とな
る手法を策定し､提示することを目的とする。

※本手法は、概ね100ha以下の比較的狭域な森林を対象とし、水源涵養機
能のうち水資源貯留機能に特化して、個別の森林サイトごとに定量的に
把握し、“見える化”するための実務的ツールとして位置づけている。そ
の性質上、流域単位や全国規模におけるマクロ的な評価には適さないこ
とに留意が必要である。

森林が持つ多面的機能の発揮

⇒継続的な森林管理が必要

企業等による森林づくり活動の増加

気候変動, SDGs, CSR 等を背景に

企業等の情報開示への世界的流れ

TNFD, CDP, VWB 等が後押し

企業等の対外発信ニーズの高まり

定量評価できる指標が必要

簡易な水資源涵養量の算定法を構築

専門家でなくとも計算できる

もり

も り

も り
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森林が発揮する機能
森林が発揮する多面的機能は、日本学術会議の答申において下記の８種類で分類されている。
国土の保全、水源の涵養、地球温暖化の防止、生物多様性の保全、木材等の林産物供給などの多面的機能の発揮を通じ
て我々の生活に様々な恩恵をもたらす「緑の社会資本」ともいわれる。
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水源涵養機能：３つの働き

洪水緩和機能 水資源貯留機能 水質浄化機能

おもに雨水が森林土壌中に浸透
し､地中流となって流出する過程を
経ることで、洪水流出のピーク流
量が低下し、またピーク発生まで
の時間を遅らせる。森林がない場
合に比べると､山地斜面に降った雨
が河川に流出するまでの時間を遅
らせる作用がある。

さらに、洪水の減水部を緩やか
にする機能も有する。

無降雨日に河川流量が比較的多
く確保される機能。言い換えれば､
森林があることによって安定な河
川流量が得られる機能。

一般にわが国の河川は急流で貯
水ダムの容量も小さく､洪水流の大
部分は短時間に海へ流出する傾向
にある。森林は洪水流出を遅らせ､
無効流量を減少させ､利用可能な水
量を増加させ､水資源確保の点で有
益な機能を提供している。

森林を通過する雨水の水質が改
善され､あるいは清澄なまま維持さ
れる機能。

これらは､森林土壌層での汚濁物
質濾過､土壌の緩衝作用､土壌鉱物
の化学的風化､飽和帯での脱窒作
用､さらにはA0 層（落葉落枝及びそ
の腐植層）や林床植生の表面侵食
防止効果等によって達成される。

本手法ではこの機能を評価する
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水源涵養機能は３つの主な働き「洪水緩和」「水資源貯留」「水質浄化」を有する。

出典：「地球環境･人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価について」（答申）平成13 年11 月 日本学術会議
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森林整備が必要な理由
森林の多面的機能が発揮されるためには、間伐や主伐後の再造林

といった森林整備により「健全な森林」を育てていくことが必要。

■健全な森林とは

•二酸化炭素の吸収力が高い
•雨水を地盤に浸透させ、水源を涵養して流出を緩和する
•土砂災害を防ぐ（土壌を健全に保つ効果）
•木材やキノコなどの林産物を安定的に供給できる
•植える→育てる→収穫する→使う→植える というサイクル（森林資源
の循環利用）がバランスのとれた状態で、持続可能に保たれること

そのためには、間伐や再造林（植林）といった森林整備が不可欠。

■間伐の重要性
間伐とは、森林の成長に応じて樹木の一部を伐採し、過密な本数を調整

する伐採施業をいう。

間伐をしないと
•過密なまま放置され樹木の成長が阻害され、形質不良を招く。
•光が地表まで届かず、林床に下草や植物が生えない状態となる。

間伐をすることで
•樹木は健全に成長し、木材の価値が向上する。
•光が地表に届き、下層植生が発達し、森林の多面的機能が高まる。
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間伐の重要性

森林資源の循環利用
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企業による森林づくり活動の拡大と情報開示の潮流
企業の森林づくりが全国的に拡大

⚫ CSR活動や自然資本保全の取組
として、森林づくりに関わる企
業が着実に増加

⚫ 実施箇所数は増加傾向にあり、
全国で約1,900箇所超

⚫ 顧客・地域・NPOとの協働によ
り、地域社会と信頼関係を構築
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出典：令和6年度 森林・林業白書

背景にある国際的な情報開示の流れ

⚫ SDGs・ESG投資の広がりにより、
企業は持続可能性に配慮した行
動が求められる

⚫ TNFD提言・令和5年9月

•企業は自然資本への依存度・影
響度を定量評価すること

•生態系サービスへの影響やリス
ク・機会を評価し、情報開示す
ること

•サプライチェーンを含む事業活
動全体の見直しを促進させてい
くこと

水資源を巡る新たな企業責任

⚫ Water Positive：利用水量以上を
地域に還元

⚫ Water Stewardship：流域全体
を対象に協働

⚫ 森林づくり活動は、CSRから経
営戦略・企業価値向上へ

今後の展望

⚫ 情報開示は温室効果ガスだけで
なく、生物多様性・自然資本・
水資源へと拡大

⚫ 国際的な標準化と実効性ある企
業行動が求められるように

⚫ 持続可能な社会実現に向けた企
業の役割が一層重要に
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水資源涵養量の考え方
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水資源涵養量：森林流域で地下水を涵養し、基底流出に貢献しうる水量

⚫水資源涵養量は森林土壌に一度貯留され、その後
時間をかけて基底流出となる水量である。水収支
式は右式となり、降水量から直接流出量と蒸発散
量を差し引いた水量である。

⚫水資源涵養量は山体に蓄えられる地下水であり、
基底流出として河川に流出する水でもあり、人が
資源として利用可能な水となる。

⚫水資源涵養量を安定的に維持するためには、森林
を適切な密度で整備・保全していくことが重要で
あり、TNFDレポート等において、水資源涵養量
を提示する場合には、森林整備の取組を定性的に
説明していくことが求められる。

降水量 = 直接流出量 + 基底流出量 + 蒸発散量

基底流出量 = 水資源涵養量 = 降水量－（直接流出量 + 蒸発散量）

基底流出量
＝水資源涵養量

降水量
蒸発散量

直接流出量
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直接流出量の算定：カーブナンバー法
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𝑄 : 降水～流出イベントの積算流出量[mm]
𝑃 : 降水～流出イベントの積算降水量[mm]
𝑆 : 最大貯留量[mm] (𝑆 >0 かつ 𝑆 >= 𝑃 − 𝑄)
𝐶𝑁: Curve Number, カーブナンバー値

𝑄 =
(𝑃 − 0.2𝑆)2

𝑃 + 0.8𝑆
𝑆 =

25400

𝐶𝑁
− 254

植生 林床被覆
カーブナンバーCN

A B C D

裸地 77 86 91 94

森林

一部 45 66 77 83

概ね 36 60 73 79

全体 30 55 70 77

アメリカ農務省が設定した𝐶𝑁値

日本向けのカーブナンバー値はまだない
→日本向けの𝐶𝑁値を調べ設定する必要がある

水村和正著（1998）『水圏水文学』山海堂より引用

カーブナンバーで定まる
降雨P～流出Q曲線

A~Dは水文土
壌分類でアメリ
カ独自の分類

直接流出の算定には、カーブナンバー法を採用する。

カーブナンバー法は、アメリカ農務省が開発した流出解析の１手法。
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直接流出量の算定：日本版カーブナンバー値の設定
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国内19の林地流域で観測された165年分のデータを収集

森林総研理水試験地15流域と文献でデータが公開されている４流域、通算165年分の日降水量および日流量データを収集した。
これらのデータは、林地における降雨と流出の関係を把握し、我が国の林地向けにカーブナンバー値を決定するために活用する。

試験地名 地質
観測地点

集計期間
降水量 流量

定山渓
石英斑岩

（第三紀層）
気象露場

時雨1の沢

時雨2の沢
2008～2017

釜淵
凝灰岩・頁岩質凝灰岩

（第三紀層）
基地露場

1号沢

2号沢

3号沢

2007～2016

竜ノ口山
主に古生層堆積岩、

一部火成岩
露場

南谷

北谷
2006～2015

去川
頁岩優勢で砂岩、石灰岩、

礫岩を含む（中生層）
気象観測

露場

1号沢

2号沢

3号沢

1996～2005

小川ブナ

保護林

主に変成岩（中生層）

一部花崗岩
気象露場 小川 2001～2005

常陸太田 緑色片岩（中生層） 基地露場
HA
HV

2006～2012

筑波
黒雲母片麻岩（中・古生

層）一部花崗岩
A地点 流域末端 1979～1987

鹿北 結晶片岩（中生層） 雨量計 WS2 2000～2008

著者名 流域名 地質
観測地点

集計期間
降水量 流量

篠原ら 御手洗水
緑色片岩、蛇紋岩

（中生層）
東尾根 流域末端 2003～2007

東大演

習林

穴の宮 花崗岩 気象観測露場 流域末端 2007～2016

白坂 花崗岩 気象観測露場 白坂本谷 2012～2021

丸山沢 凝灰岩（第四紀層） 東郷ダム 流域末端 2004～2007

森林総合研究所・理水試験地15流域のデータ 文献公開されている４流域のデータ

常陸太田試験地の気象露場森林総合研究所の長期理水試験地

日本でカーブナンバー法を利用するために、日本向けのカーブナンバー値を設定する。

ここで収集された流域面積
がすべて100ha未満であるこ
と、また代表的流域面積とい
う概念(Gomi et al., 2002)を踏
まえて対象面積の上限を100
haとする。

100ha以上の流域について
は複数に小分けし、それぞれ
100ha以下で個別に評価を行
うことを前提とする。

目次に戻る
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𝐶
𝑁

)

流量ゼロライン

降水量 = 流量（𝐶𝑁=100）

3166降水～流出イベント
算定された𝐶𝑁値をプロットした（N=3166）。

⚫ 積算降水量𝑃が大きくなると𝐶𝑁値が小さな値となる
傾向がみられる。

⚫ 地質別では花崗岩類(●) が最もばらつきが少ない。

⚫ 地質ごとの𝐶𝑁平均値として以下が得られる。
第三紀＝82（最大）第四紀＝75（最小）
花崗岩類＝81 中古生代＝77

⚫ 𝐶𝑁値は積算降水量𝑃への依存がみられることから、
降水量に応じた下記の対数式で𝐶𝑁値を決定すること
とする。

箱ひげ図

直接流出量の算定：日本版カーブナンバー値の設定

対数式による𝑪𝑵 回帰式

中古生代 𝐶𝑁 = −19.70 log10𝑃 + 110.24
第三紀 𝐶𝑁 = −15.42 log10𝑃 + 107.15
第四紀 𝐶𝑁 = −27.84 log10𝑃 + 120.27
花崗岩類 𝐶𝑁 = −24.27 log10𝑃 + 120.71

𝑃

⚫ 地質別には第三紀がもっとも大きな𝐶𝑁値（直接流
出量が多い）となる傾向で、第四紀がもっとも小さ
な𝐶𝑁値となりやすい傾向。

地質別に𝐶𝑁値を決定する

カ
ー

ブ
ナ

ン
バ

ー
値

(𝐶
𝑁

)

地質別の𝐶𝑁平均値とばらつき
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蒸発散量の算定：蒸発散モデルの概要
⚫これまでの森林水文学の知見を基に、蒸発散モデルを構築する。

⚫蒸発散モデルは、遮断モデルと蒸散モデルの２種から構成される。

⚫【通常】と【試算】の２種類のモードを用意する。
基本的にユーザーが林分情報を用意し、【通常】モードで計算する。【試算】モードは林分情報が不要で、
指定地域で想定される最低限の水資源涵養量を試みに算定するオプショナルなモードである。

⚫【通常】モードの特徴
・月単位で計算する。
・月降水量と月平均気温を気象データとしてユーザーが準備する。
・林分情報が必要。針/広区分、常緑/落葉区分、立木密度、胸高直径、樹高（広葉樹の場合）を入力値とし

てユーザーが準備する。間伐等の施業を実施した場合は、施業に応じた樹木情報とする。
・上層木の蒸散と遮断蒸発 を対象とし、下層木の蒸散および林床面蒸発はモデル評価に含めない。

⚫【試算】モードの特徴
・年単位で計算する。
・東北、関東などの地方を指定すると、年蒸発散量が算定される。
・気象データ（降水量や気温）をユーザーが準備する必要がない。
・林分情報をユーザーが準備する必要がない。
・森林づくり活動を開始する前、林分情報等がない時点で試算をしたい、

という用途向けに用意したモード
・地方別にあらかじめ気象データと林分情報をシステム側で用意

しており、それらを使い蒸発散量を推定する。
・不用意に水資源涵養量が大きな値とならないように、その地方

で想定される最大の蒸発散量を与えるようモデルを調整。
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きょうこう

（上層木の）蒸散 遮断蒸発

林床面蒸発

青：
モデルに含まれる

赤：
モデルに含まれない

（下層木の）蒸散
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蒸発散モデル【通常】
⚫ 蒸発散モデルは遮断モデル と 蒸散モデル の２つから構成され、【通常】モードと【試算】モードがある。

⚫ 入力情報として、月単位の気温・降水データと林分情報（樹種、DBH※、密度、樹高）をユーザーが準備する。

⚫ 出力情報として、月単位の    と  が計算される。

⚫ モデル全体の組み立ては、Komatsu, 2020を参考とした。

蒸散量 遮断蒸発量

※DBH: 胸高直径、Diameter Breast Heightの略
きょうこう
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遮断モデル

蒸散モデル

月・蒸発散量月・遮断蒸発量

月・蒸散量
樹種 DBH

密度 樹高

林分情報

月・平均気温
⇨標高補正

月・降水量
⇨標高補正

気象データ

入
力
情
報

出力情報

着葉/落葉判定

遮断率降雨/降雪割合

樹種

単木蒸散量の参照値

気象因子に対する応答

密度/樹高

密度

降雪量

降雨量

降雨量

降雪量

計算種別を選択 試算（年単位）通常（月単位） 計算しない ？計算種別を選択 試算（年単位）通常（月単位） 計算しない ？計算種別を選択 試算（年単位）通常（月単位） 計算しない ？

Komatsu, H. (2020)：Modeling evapotranspiration changes with managing Japanese cedar 
and cypress plantations, Forest Ecology and Management, Vol.475, No.1, 118395.
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計算種別を選択

常緑針葉樹

783 本/ha

32 cm

18 m

0.84 ha

はい

はい

325 m

380 m

📝  気温補正と雪の処理

2-1. 対象林地がある場所

2-4. 平均胸高直径

2-5. 平均樹高

標高

2-8. 気温の標高補正をしますか？

2-9. 気温観測点の標高

⁴  通常（月単位）

2-10. 対象林地の標高

林分情報

2-2. 林地タイプ

2-3. 立木密度

2-6. 対象林地の面積

2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？

⁴  試算（年単位）

項目

蒸発散量の計算

関東甲信(東京、栃木、群馬、埼玉、茨城、千葉、神奈川、長野、山梨)

入力

地理院地図

アメダス地図

試算（年単位）通常（月単位） 計算しない

？

？

？

？

？

？

？

？

？

⚫ 【試算】モードでは森林が存在する地域（東北、
関東など）を指定するだけで、あらかじめ用意し
た当該地域の森林と気温情報を用いて、非常に簡
易に蒸発散量を計算する。

⚫ 森林づくり活動を開始する前の時点で、林分情報
がない場合を想定したモード。

⚫ 全国を１１地方に区分：北海道、東北、関東甲信、
東海、北陸、近畿、中国、四国、九州北部、九州
南部・奄美、沖縄
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⚫ 【試算】モードでは、選択された地方で想定され
るもっとも大きな蒸発散量を出力するよう調整し
た。差引きで得られる水資源涵養量はそれに応じ
て小さめの値となる。

1. エクセル計算ツールの計算種別で
【試算（年単位）】を選択する。

2. 入力項目（ピンク色セル） 
2-1.対象林地がある場所
で地方を選択する。この項目以外の入力セ
ルはグレーアウトする。

北海道 東北 関東甲信 東海 北陸 近畿 中国 四国 九州北 九州南 沖縄

青森 東京 静岡 新潟 京都 鳥取 香川 山口 宮崎

秋田 栃木 岐阜 富山 大阪 島根 愛媛 福岡 鹿児島

岩手 群馬 三重 石川 兵庫 岡山 徳島 大分

山形 埼玉 愛知 福井 奈良 広島 高知 佐賀

宮城 茨城 滋賀 熊本

福島 千葉 和歌山 長崎

神奈川

長野

山梨

11

地
方
か
ら
選
択

計算種別を選択 試算（年単位）通常（月単位） 計算しない ？蒸発散モデル【試算】
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エクセル計算ツール
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⚫水資源涵養量を計算するためのマクロ付きエクセルを作成した。

⚫必要なデータを入力すると、自動で各種条件にあわせて、計算が実行され、水資源涵養量が算定される。

⚫直接流出量の計算では、降水量データと地質区分を入力する。

⚫蒸発散量の計算では 【通常】モードと【試算】モードの２種類がある。

⚫【通常】モードでは気象データと林分情報（立木密度や胸高直径など）を与える。
【試算】モードは林分情報不要でシステム側であらかじめ用意した値が使われる。指定された地方で想定さ
れる最も控えめな水資源涵養量となるよう調整され、森林づくり活動を開始する前の段階、林分情報がない
場合等に利用する。

林分情報
あり/なし

【通常】モード

【試算】モード

林地タイプ、立木密度
胸高直径、樹高

月降水量、月気温 水資源涵養量
直接流出量、蒸発散量

気象情報 林分情報

森林の状態を反映した
水資源涵養量が得られる

地方を指定する（下記のいずれか）
北海道、東北、関東甲信、東海、北陸、近畿、
中国、四国、九州北部、九州南部・奄美、沖縄

水資源涵養量
直接流出量、蒸発散量

森林計測

あ
り

な
し

推奨！

おおよそで！

その地方で想定される最も控え
めな水資源涵養量が得られる

年降水量

気象情報 林分情報のかわりに

エクセル計算ツールと本解説資料は、
林野庁のウェブサイトで公開し、ダウン
ロード可能。英語版も用意した。

目次に戻る



エクセルによる計算例（通常モード）
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ユーザー入力欄

自動計算欄

※ここでの裸地は不毛岩石地（はげ山）と呼ばれる森林土壌が失われた状態を想定しています。
※2019年度の一般家庭における1人当たりの生活用水使用量は年間約100m3です。
（出典：令和4年版 水資源の利用状況 国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部）

2006 年 4 月

年 月 平均気温(℃) 降水量(mm/月) 着葉1/落葉0

2006年 4月 8.7 91.6 1.0

2006年 5月 14.6 194 1.0

2006年 6月 18.2 208.2 1.0

2006年 7月 21.3 333.1 1.0

2006年 8月 23.3 98.8 1.0

2006年 9月 19.7 211 1.0

2006年 10月 15.5 230.4 1.0

2006年 11月 10.6 86.3 1.0

2006年 12月 5.7 160.8 1.0

2007年 1月 0.7 51.1 1.0

2007年 2月 2.7 76 1.0

2007年 3月 5.1 73 1.0

📝  計算開始年・月

📝  気象情報

入力

？

？

？

蒸発散量(通常モード・月単位)の計算 ？

年 月 平均気温(℃) 降雨量(mm/月) 降雪量(mm/月) 蒸散＋遮断 蒸散量 遮断量

2006年 4月 8.3 94.0 0.0 0.0 15.1 45.1 29.8 15.4 33.8

2006年 5月 14.2 199.0 0.0 0.0 31.9 70.2 37.7 32.5 96.9

2006年 6月 17.8 213.6 0.0 0.0 34.2 75.5 40.6 34.9 103.9

2006年 7月 20.9 341.7 0.0 0.0 54.8 101.4 45.6 55.8 185.6

2006年 8月 22.9 101.4 0.0 0.0 16.2 64.5 47.9 16.6 20.6

2006年 9月 19.3 216.5 0.0 0.0 34.7 77.6 42.3 35.4 104.1

2006年 10月 15.1 236.4 0.0 0.0 37.9 77.4 38.8 38.6 121.1

2006年 11月 10.2 88.5 0.0 0.0 14.2 46.4 31.9 14.5 27.9

2006年 12月 5.3 165.0 0.0 0.0 26.4 54.2 27.2 27.0 84.3

2007年 1月 0.3 17.5 34.9 34.9 8.4 35.7 21.4 14.3 8.3

2007年 2月 2.3 48.4 29.6 29.6 12.5 39.0 21.4 17.6 26.4

2007年 3月 4.7 72.1 2.8 2.8 12.0 39.2 26.5 12.7 23.7

▼ 計算結果まとめ （月単位）▼

水資源涵養量

(mm/月)

蒸発散量(mm/月)直接流出量※1

(mm/月)

融雪水量

(mm/月)

気象データ

直接流出量の計算 ？

入力

1814.3 mm/年

中古生代

1-3. 降水量の標高補正をしますか？ はい

1-4. 降水量観測点の標高 325 m

1-5. 対象林地の標高 380 m

標高

📝  年降水量と地質

1-1. 年降水量

1-2. 地質区分

項目

0.84 ha1-11. 対象林地の面積

1861 mm/年

1066 mm/年1-7. 年間のイベント積算降水量

1-6. 標高補正後の年降水量

298 mm/年

931 mm/年

632 mm/年1-10. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-8. 林地：年間の直接流出量

1-9. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量

▼ 計算結果 ▼

2,505 m3/年

7,817 m3/年

5,312 m3/年1-14. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-12. 林地：年間の直接流出量

1-13. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量

6,101 m3/年

7,028 m3/年

裸地(はげ山)の場合 1,563 m3/年

5,465 m3/年

林地の場合

2-19. 差分：林地－裸地(はげ山)

2-16. 年蒸発散量

2-17. 水資源涵養量

2-18. 水資源涵養量

？

？

？

？

726 mm/年

837 mm/年

裸地(はげ山)の場合 186 mm/年

651 mm/年

2-11. 年蒸発散量

2-12. 水資源涵養量

2-13. 水資源涵養量

2-14. 差分：林地－裸地(はげ山)

▼ 計算結果 ▼

林地の場合
？

？

？

？

降水量 直接流出量 蒸発散量 水資源涵養量

1861 298 726 837

100% 16% 39% 45%
年間

▼ 計算結果まとめ （年単位 mm/年）▼ ？

0.84 ha2-15. 対象林地の面積 ？

常緑針葉樹

783 本/ha

32 cm

18 m

0.84 ha

2-4. 平均胸高直径

2-5. 平均樹高

⁴  通常（月単位）

林分情報

2-2. 林地タイプ

2-3. 立木密度

2-6. 対象林地の面積

？

？

？

蒸発散量の計算 ？

計算種別を選択 試算（年単位）通常（月単位） 計算しない ？

はい

はい

325 m

380 m

📝  気温補正と雪の処理

標高

2-8. 気温の標高補正をしますか？

2-9. 気温観測点の標高

2-10. 対象林地の標高

2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？ ？

？

？
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エクセルによる蒸発散量と水資源涵養量

年
①降水量

mm
②直接流出量
（CN法）mm

③蒸発散量
【通常】

mm

④水資源涵養量
＝①－②－③

 mm

直接流出率
＝②/①

蒸発散率
＝③/①

水資源涵養率 
＝(①－②－③)

/①

2006 1814 288 722 805 16% 40% 44%

2007 1418 198 657 563 14% 46% 40%

2008 1353 183 644 526 14% 48% 39%

2009 1456 206 664 585 14% 46% 40%

2010 1609 241 693 675 15% 43% 42%

2011 1354 183 646 524 14% 48% 39%

2012 1565 231 683 651 15% 44% 42%

•蒸発散モデル【通常】で ③蒸発散量を計算した。

•①年降水量 から ②直接流出量（CN法）と ③蒸発散
量【通常】を差引き、④水資源涵養量 とした。

•蒸発散量の降水量比率を比較する。

観測データ：53～66%
計算ツール：40～48%

ツール値は観測値より 9～19% 小さい（毎年比較）。

•計算ツールによる水資源涵養量と観測データから求
まる基底流出量を比較する。

観測データ：20～32%
計算ツール：39～44%

ツール値は観測値より10～19%大きい（毎年比較）。

16

ツールで計算される水資源涵養量は1～２割過大
評価となるが、本ツールの利用においては許容可
能なレベルと判断する。

水収支（観測データ）
※直接流出量は観測ではなくCN法によるもの

森林総合研究所の
常陸太田試験地の
データを利用

水収支（計算値）
※観測された降水量と気温のみを利用

観測値との比較検証結果から、本手法は水資源涵養量が1～2割程
度過大となる可能性があり、利用する上での留意点となる。
スライド19 留意事項８に、この点について詳細を記載しているので参照
されたい。
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水資源涵養量に関する留意事項#1
１．水資源涵養量の基本的使い方と想定する林分状態

本手法で算定される水資源涵養量は「流域内で涵養される地下水量で、基底流出に貢献しうる水量」と定
義され、森林が存在することで発揮される涵養量となる。

また、本手法では成長した森林（樹冠が閉鎖した状態）を対象としている。これは、直接流出量の算出に
用いるカーブナンバー（ὅὔ）は、森林総合研究所の理水試験地等で得られた観測データを利用しており、こ
れらのデータが成長した森林の流出特性を反映しているためである。

２．適用対象と適用面積の目安

本手法は日本国内の森林を対象とする。パラメータ等を日本のデータに基づき設定しており、海外の森林
は対象外となる。また、カーブナンバーの設定に用いた観測データが得られた試験地はいずれも上流域面積
が100ha未満であること等から、適用面積は100haが上限となる。森林面積が100ha以上ある場合は複数に小
分けし、それぞれ100ha以下の区域で個別に評価を行うなどの工夫が必要である。下限面積は特にない。

３．間伐等の森林整備効果は評価対象外

本手法における成長した林分は間伐等の森林施業が適切に行われていることが前提であり、その流出特性
についても総体として森林施業が影響している。一方で、本手法による水源涵養量は簡易性を最優先して構
築したものであり、個々の森林施業の効果を詳細に評価できるものではない。具体的には、間伐等の森林整
備による上層木の蒸発散量の変化は評価可能である一方で、間伐に伴う土壌水分条件の変化による降雨時の
直接流出割合の増減、林床面蒸発の変化、下層植生の発達に伴う土壌浸透能の向上など、より複雑な水文過
程の変化には対応していない。
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水資源涵養量に関する留意事項#2

４．森林づくり活動の定性的な説明と組み合わせた情報発信

本手法は、対象林地の現況における水資源涵養量を簡易に把握するためのものであり、森林整備の効果
を厳密に評価することを目的としたものではない。また、本手法は、森林づくり活動の内容や森林の状態
に関する情報と組み合わせて活用することを前提としている。このため、森林づくり活動について対外的
に情報発信を行う場合には、本手法による水資源涵養量の定量評価に加え、森林整備の内容、管理状況、
森林の成立過程などの定性情報を併せて説明することが期待される。

５．降水量による変動

水資源涵養量は、降水量の多寡によって大きさが増減する。特に少雨の年は涵養量が少なくなる。降水
量だけでなく、森林の状態（例：樹種構成、林齢、立木密度）や地域の気温、降雪量、着葉・落葉期の違
い等により植物の遮断蒸発や蒸散に変化がもたらされ、それに応じて水資源涵養量が変化する。そのこと
は水文学的には妥当であるが、対外的に発信するデータとして望ましくない場合も考えられ、平年降水量
を使う、但し書きを付す等、適切な対応が必要となる場合も想定される。

６．森林の洪水緩和機能は対象外

森林が発揮する機能である洪水緩和機能は、ピーク流量の低減や遅れ時間などが重要な要素だが、本
ツールではピーク低減や遅れ時間は評価されていない。
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水資源涵養量に関する留意事項#3

７．蒸発散量に関すること

国内では特に広葉樹林における蒸発散量（蒸散量、遮断蒸発量）の計測値が不足している。提案する遮
断蒸発モデルは海外のデータも利用し、蒸散モデルはヒノキで構築したモデルを広葉樹含むすべての樹種
に拡大適用している。今後国内で広葉樹の蒸発散量データが蓄積されれば、精度検証を行い見直しをして
いくことが望ましい。

また、本手法では樹液流計測法に基づく蒸散量を取り扱っているが、樹液流計測法は実際の蒸散量を過
小評価するという指摘があり、他の方法で得られた蒸発散量と比較することが望まれる。現時点で林床面
蒸発も考慮していないが、考慮すれば蒸発散量はさらに増え、水資源涵養量が減少する。将来、精度を高
めるために手法のアップデートを行うと、同じ条件でも水資源涵養量が減少する可能性がある。

８．過大な涵養量となる場合があること

観測値との比較検証結果から、水資源涵養量が1～2割程度過大となる場合があることがわかった。この
誤差は、前項７で述べた蒸発散量の過小評価が影響している可能性があるが、簡易さを優先したツールで
あること、企業等による活動の環境的意義を把握するという目的に照らし許容誤差範囲と判断している。
ただし、評価結果を活用する際には、この傾向を踏まえた補足説明を添えることが望ましい。

特にTNFDレポート等で本手法を引用する場合には、活動の環境的意義を示す参考値であること、過大
評価の可能性があること、そして手法の前提や限界を明示することが、透明性と誠実性の観点から重要で
ある。
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本手法の内容は、令和5～7年度の山地保全調査事業（林野庁治山課）にて検討、作成されました。
また事業では【森林の水源涵養機能における簡易的定量評価手法に関する検討委員会】が立ち上げ
られ、下記の委員の方々のご指導をいただきました。
この場をお借りしてお礼申し上げます。

所属は令和8年3月時点

目次に戻る


	スライド 1: 【解説資料】 林地における水資源涵養量 （貯留機能）の簡易評価手法  －森林が水を貯える働きを見える化するために－
	スライド 2: 本手法の目的
	スライド 3: 森林が発揮する機能
	スライド 4: 水源涵養機能：３つの働き
	スライド 5: 森林整備が必要な理由
	スライド 6: 企業による森林づくり活動の拡大と情報開示の潮流
	スライド 7: 水資源涵養量の考え方
	スライド 8: 直接流出量の算定：カーブナンバー法
	スライド 9: 直接流出量の算定：日本版カーブナンバー値の設定
	スライド 10: 直接流出量の算定：日本版カーブナンバー値の設定
	スライド 11: 蒸発散量の算定：蒸発散モデルの概要
	スライド 12: 蒸発散モデル【通常】
	スライド 13: 蒸発散モデル【試算】
	スライド 14: エクセル計算ツール
	スライド 15: エクセルによる計算例（通常モード）
	スライド 16: エクセルによる蒸発散量と水資源涵養量
	スライド 17: 水資源涵養量に関する留意事項#1
	スライド 18: 水資源涵養量に関する留意事項#2
	スライド 19: 水資源涵養量に関する留意事項#3
	スライド 20: 謝辞：検討委員会

